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「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
」
末
期
の

ド
イ
ツ
電
力
業
の
構
造

ま

人

き

.l0' 

「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
」
下
の
ド
イ
ツ
資
木
主
義
の
再
生
産
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
準
備
的
考
察
と
し
て
、
東
エ
ル
へ
の
ユ
ン
カ
経
常
主
並
ん

で
ド
イ
ク
独
占
資
本
の
構
造
を
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
は
こ
こ
で
は

Z
し
あ
た
っ
て
、
巨
大
な
固
定
設
備
(
生
陵
町
集
積
)
主

高
度
な
資
本
の
有
機
的
構
成
を
基
礎
、
と
す
る
ド
イ
ツ
電
力
業
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
所
有
形
態
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
手
が
か
り
に
考
山
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

ワ
イ
マ

1
ル
期
の
ド
イ
ヅ
電
力
生
産
は
国
、
邦
、
州
、
市
町
村
お
よ
び

「
公
私
混
合
」
所
有
の
電
力
会
社
が
そ
の
八
五
%
を
占
め
て
い
る
。
と
り

わ
け
一
九
二
九
年
に
は
じ
宣
る
「
大
恐
慌
」
下
、
ド
イ
ァ
物
有
の
電
力
企

業
形
態
、
す
な
わ
ち
「
公
私
混
合
」
形
態
は
苦
る
し
い
増
大
を
一
目
す
む
こ

れ
は
電
力
部
門
主
有
寸
る
電
機
敢
ひ
に
石
炭
山
口
鉄
鋼
独
占
体
と
「
地
方
自

治
体
」
の
結
合
の
き
わ
だ
っ
た
進
展
を
一
出
す
も
の
で
あ
る
。
小
稿
で
は
電

「
ヮ
イ
マ

l

ル
共
和
制
」
末
剥
の
ド
イ
ツ
電
力
業
の
榊
造

タ正

藤

智

力
生
産
の
集
積
に
伴
い
比
重
を
油
大
す
る
「
公
私
混
合
」
電
力
業
に
焦
点

を
合
わ
せ
な
が
ら
「
7
イ
マ

l
ル
共
和
制
」
干
の
資
本
集
中
の
特
徴
に
若

干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ω
出

OMF
一
回
司
同
品
芹
巳
〈
2Pω
岳
EHM問
。
ロ
旨
骨
同
骨

E
R
Eロ

ロ-ow可
M
N戸

z
t
J
2ユ
ωovpHグ
相
対
ミ

2
n
v
s
h邑

R
E一
、
図
。
同
伴
品
一
戸

日
司

ω
F
凹
]
{
品
自
白

ω
「
混
合
出
資
会
社
は
ド
イ
ァ
で
は
公
私
混
合
企
業
と
い
わ
れ
、
広

、
、
、
、

汎
な
発
述
を
と
げ

τ
い
る
が
、
英
木
で
は
そ
の
一
例
は
甚
だ
少
な
い
」

(
内
部
郡
美
『
宍
央
企
業
体
論
し
一
二
一
一
民
傍
九
引
用
者
)
。
地
方
向

治
俳
電
力
業
に
対
L
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
ア
メ
リ
カ
忠
的
電
力
業

は
三
大
資
本
が
企
発
電
量
の
八
五
%
を
、
モ
ル
ガ
ン
む
み
で
三
七
七

%
を
所
有
し
(
内
閣
調
査
局
「
列
回
。
電
力
政
策
L

昭
和
一
一
年
九

頁
)
、
相
対
的
L
強
固
な
帥
方
自
治
組
識
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
は

全
指
電
量
の
約
%
が
純
公
営
形
態
を
と
り
他
は
純
私
岱
形
態
で
め
っ

た
(
逓
信
省
電
気
局
「
欧
米
各
国
に
於
け
る
電
気
事
業
並
ひ
に
其
の

第
九
心
巻

四

九

第
六
号

五



「
ヮ
イ
マ

I

ル
共
和
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ

E
力
業
の
杭
造

行
政
」
附
和
三
年
二
-
一
頁
)

I 

ワ
イ
マ

i
ル
期
の
公
有
電
力
業
の
発
展

一
九
二
四
年
に
始
る
「
産
業
合
間
化
μ

期
、
三
相
交
流
電
動
機
の
実
用

化
に
よ
る
機
械
、
繊
維
、
鉄
鋼
業
等
の
電
動
力
仇
並
び
に
電
解
電
熱
工

程
合
中
心
と
す
る
治
金
、
化
学
工
業
の
発
展
に
伴
い
電
力
需
要
は
急
激
に

増
大
し
た
。
こ
れ
に
柑
行
す
る
発
送
電
設
備
、
特
に
微
粉
炭
燃
焼
装
置
、

特
殊
制
タ
ー
ビ
ン
翼
の
改
良
に
よ
り
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
出
力
は
著
る
し

〈
哨
大
し
た
。
加
う
る
に
油
遮
断
器
、
送
電
線
の
改
良
に
よ
り
、
一
一
万

円
ド
二
二
万
V
州
間
前
圧
電
力
輸
送
は
達
成
さ
れ
、
全
「
骨
規
模
で
の
経

済
的
負
荷
制
整
を
可
能
に
す
る
技
術
的
基
礎
が
確
立
L
た
。
電
力
需
要
の

増
大
ζ

発
送
電
技
術
の
進
歩
に
よ
り
「
産
業
合
理
化
」
期
、
電
力
生
産
は

一
九
一
一
一
一
年
の
五
一
低
ぷ
省
、
昨
に
刈
L
、
一
一
五
年
に
は
二

O
一一一億
r当
時
、

二
九
年
に
は
三

O
五
億

}2時
k
飛
眼
的
増
加
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う

な
電
力
生
産
の
集
積
と
並
布
し
て
一
般
供
給
用
発
電
は
ご
刀

}2
以
上
、

特
に
一

O
万

}2
以
上
の
大
発
電
所
に
集
中
L
(第
1
表
〉
、
送
電
綱
も

、
一
九
二
九
年
に
は
一
一
万
V
高
圧
線
六
三
五

O

F円
、
一
一
一
万
V
、一

五
}
二

w目
L

乙
超
高
仕
送
電
線
の
比
重
は
「
第
二
帝
制
」
期
に
比
較
し

て
顕
著
に
増
大
し
て
い
る
(
第
2
表
ず
ま
た
発
電
設
備
の
地
域
的
構
成

は
高
圧
送
電
綱
の
全
国
的
拡
大
之
は
逆
に
西
部
重
工
業
地
借
並
び
に
ゆ
部

ド
イ
ツ
褐
炭
坑
地
帯
に
漸
次
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
(
第
3
喪)。

ワ
イ
マ

l
ル
期
屯
力
生
斥
の
こ
の
よ
う
な
集
積
・
集
中
に
伴
い
電
力
資

第
九

O
巻

四

O 
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第
六
号
一
丘
四

本
の
集
積
・
集
中
が
進
展

す
る
が
、
そ
の
所
有
形
態

に
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
一
九
二
九

年
資
本
所
有
形
態
別
電
力

生
産
額
構
成
比
半
(
第
4

表
〉
は
同
、
邦
所
有
電
力

業
の
ば
あ
い
総
額
の
二

八
・
一
%
を
占
め
、
一
三

年
の

O

一
一
一
筋
に
比
僻
し

て
顕
著
な
増
大
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
公
共
団
体
連

合
体
そ
の
他
所
有
形
態
も

二
・
二
切
か
ら
一

C
M
W
に

地
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に

ゲ
マ
イ
リ
y
d
y

反
し
て
市
町
村
所
有
電
力

業
は
二
ニ
年
の
一
二
七
回
六

%
か
ら
二
九
年
の
一
九
・

八
引
に
減
少
し
、
そ
の
比

重
は
低
下
し
て
来
て
い
る
。

同
様
に
私
企
業
所
有
電
力

業
の
比
重
も
四
二
九
悦
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九
O
巻

四
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か

ら

一

九

%

L
乙
者

る
し
い
減
少
を
示
し
て

い
る

D

し
か
し
「
公
私

混
合
」
所
有
電
力
会
社

は
一
七
%
か
ら
三
一

八
%
と
そ
の
比
重
を
著

る
し
く
増
大
さ
せ
て
い

る
c

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ

に

ω公
有
電
力
業
の
集

積
・
集
中
の
進
展
、

ω

公
有
電
力
業
へ
の
私
的

資
本
参
加
、
す
な
わ
ち

「
公
私
混
合
」
所
有
形

態
の
増
大
、
こ
の
二
点

を
ワ
イ
マ
ル
期
電
力

資
本
所
有
形
態
の
特
徴

、
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
ま
ず

ωの
点
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
よ
う
。

国
所
有
電
力
業
は

中
部
ド
イ
ツ
褐
炭
生
産

五
五



「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ
電
力
業
凸
構
造

地
帯
の
ラ
イ
ヒ
発
電
所
同
2
0
F
z
r
E
2
3円
T
k
r
m
同
開

v
m
に
集

中
さ
れ

τい
る
。
ラ
イ
ヒ
発
電
所
は
寸
で
に
一
九
一
四
年
、
犬
量
白
窒
素

並
び
に
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
斗
ム
生
産
の
た
め
イ
1
ゲ

l
染
料

H
C
E
H宮
口

E
a
s
t
o
pの
が
中
核
と
し
て
設
立
さ
れ
た
軍
需
化
学
会
社
間
口
omm

ァ
l

z
ー
が
I

n
F
O
B
-
E
H
Oロ
〉
口
、

A
-
E
G
K〆
=
向
。
目
白
口
。
開
H
O
E
-
N
F
Z
Z
m
o

E
-
2
E止
を
中
核
と
す
る
軍
需
金
属
株
式
会
社
同
巴
品
ω
日
立
巴
〉
日
一
一

会
社
傘
下
の
諸
工
場
に
大
量
且
安
価
な
電
力
を
供
給
す
る
た
め
に
、
当
時

ア
l

担

t
u
T
I

A
E
G
所
有
O
ド
イ
ツ
最
大
の
チ
ヨ
ル
ネ
ヴ
ィ
ツ
ツ

N
R
E
E
O五
立

ト
ラ
y

テ

γ
ド
ル
プ

H2150ロ
巳
。
ユ
お
よ
び
ヲ
ウ
タ

FPHME
の
三
発
電

8
 

所
白
国
有
化
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ワ
イ
マ

1
ル
期
ラ
イ
ヒ
発
電
所
所

ず
す
ん
ト

有
田
一
一
万
V
高
圧
線
は
二
回
一
二
八

w目
、
給
泣
量
は
一
九
二
九
年
に
二

三
億

W
司
時
に
上
り
、
ヲ
イ
Y

H

ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ

1
v
y
電
気
会
社

同
V
2ロ
MEYαjJJ♂
早
川
町

Emwハリ
vom
何
-oF内
MIMEZZddH]片
岡
ぜ
〈
何
の
一
一
七

億

w当
時
に
つ
い
で
ド
イ
ツ
第
二
位
を
占
め
た
。
ラ
イ
ヒ
福
力
会
社
は
ワ

イ
マ
l
L
F
期
に
も
引
続
き
国
営
笠
索
、
ア
ル
ミ
ニ

A
1
ム
工
場
へ
電
刈
を

ソ
イ
ヒ

供
給
す
る
と
同
時
に
、
過
剰
電
力
を
全
国
的
科
快
で
の
送
配
電
網
の
拡
大

に
よ
り
印

R
官
。
ロ
一
回

Z
口
骨
ロ
ゲ
己
伊

D
σ
O
H
R
E
S
H
O
P
Z
Zハ目。
E
n
E

2
5ロ
の
需
州
、

r
n
v
m
o
p
叶

FHMHEm-ロ
』
国
E
E
R
}
z
t
m
p
〉
ロ
冨
円
け

の
詰
邦
に
供
給
し
て
い
る
の
こ
の
電
力
生
産
を
中
核
と
す
る
穿
索
、
ア
ル

ミ
ニ
ュ
ー
ム
生
産
会
社
は
持
株
会
社
、
合
同
工
業
株
式
会
社

J
N
2
2
E色
。

ラ
イ
ヒ
ス
〈

l

E
E耳
=
。
〉
F
4
H
〉
口
に
統
合
さ
れ
、
「
第
二
持
制
L

刻
の
固
有
鉄

y
 

追
を
典
型
と
す
る
「
ピ
ス
マ
ル
グ
的
固
有
」
と
は
対
照
的
な
新
た
な
形
態

第
九

O
巻

四

第
六
号9

ヲィ
k

の
ド
イ
ツ
国
令
企
業
の
中
核
的
存
在
と
な
っ
わ
ロ
こ
の
よ
う
な
国
電
力
業

多
ゾ
ト

の
発
展
に
並
行
し
て
、
ヲ
イ

7
1
片
期
、
各
邦
所
有
の
電
力
業
も
著
る
し

い
発
展
を
示
し
た
。
フ
ロ
イ
セ
ン
邦
で
は
「
第
二
帝
制
」
期
中
心
的
な
役

V

マ
イ
ン
デ

割
を
果
し
て
来
た
市
町
村
山
同
電
力
会
社
を
統
合
し
、
一
九
二
七
年
プ
ロ
イ

セ
ン
電
気
株
式
会
社
司
同
開
ロ
ロ
〉
日
を
設
立
、
プ
ロ
イ
セ

y
邦
は
株
式

の
八
三
・
一
ニ
引
を
所
有
し
、
残
余
は
都
而
並
び
に
市
町
村
連
合
体
所
右
と

し
、
三
二
年
に
は
給
能
力
二
六

h
w喝
の
一
五
の
発
電
所
と
二
万
V
高

圧
線
四
O
O
W日
を
含
む
二
二

O
O
W
E
に
及
ぶ
送
電
網
に
よ
り
回
目
1

2
ロ
IZ白
E
F
同
E

E〈
耳
切
者
立
正
也

3
北
部
、

CEα
ロげ
Em-
同

gi

z
p
]
z
o
n
E
E
E晶
、
切
の
V者、
Z
H
P
出向伊国ロ
ω
吾
J42同
の
大
部
分
と

、、

吋司押
FEド己ロ百H己戸
E出品m哲。
gロ
の
一
部
に
給
電
し
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
邦
で
は
一
九
一
七
年

7

l

ェ
l

グ
】

A
-
E
・
G
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ル
シ
今
ェ
ル
デ
電
気
供
給
会
社
巴
o
E
H
E
T

Z
Z
E
2「百四回開
2
0口
R
E
F
開

F

F
出
E
n訂
正
巳
の
の
褐
炭
発

電
所
を
買
収
し
、
一
八
年
に
は
ジ
メ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
エ
レ
ク
ト
一
プ
株

式
会
社
巴
許
可
P

〉
巴
に
、
史
に
一
九
年
に
は
ザ
ク
七
ン
電
気
供
給
会

計

F
F
E
n
γ
o
E
b
o株
式
に
五

O
特
参
与
し
た
。
ま
た
二
三
年
に

は
四
六

h
w当
の
能
力
を
も
っ
株
式
会
社
ザ
ク
セ
ン
発
電
所
〉
昨
注
目
閣
の
'

E
ロ
Z
E止
E
5
5
5
0
者
⑦
}
自

KF2々
を
設
立
し
、
回
日
。
Z
巳
《
甘

か
ら
口
同
E
P
P
O戸O
B
E可
を
経
て
回
目
F
晶
Z
ロ
に
至
る
一
一
万

v
一
同
庄
線
網
を
施
設
し
、
更
に
北
は
ラ
イ
ヒ
発
屯
所
同
開
p
p
と
南
は
プ

ロ
イ
セ
ン
電
気

Z
N自
己
主
口
と
接
続
し
て
い
る
υ

バ
イ
エ
ル
ン
邦
に
お

い
て
も
邦
営
計
画
は
一
九
二

O
年
バ
イ
エ
ル
ン
発
託
所
民
ド
苫

E
当
z
r

五
〆、



ト
の
(
出
力
ご
一
万
四
O
O
O
W
4〕
設
立
に
よ
り
達
成
さ
れ
、
当
巳
吾
⑦

500
お
よ
び

HZH
中
流
阿
水
力
発
電
所
を
中
心
、
と
し
て
、
ラ
イ
γ
右

岸
一
帯
に
わ
た
り
一
一
万
V
環
状
線
に
給
電
し
、
一
ニ
O
年
に
は
給
市
長
且
八

億
七
九
0
0万
w当
時
に
達
し
た
。
パ

1
デ
ン
邦
で
は
二
一
年
出
里
∞
お

よ
び
山
岳
君
"
H
N
O
ロ
宮
号
両
発
電
所
を
中
核
と
す
る
邦
営
バ

l
デ
Y
発
電

ラ
イ
巳

所
目
m

丘
gd弓
2
w
p
p
h笠
設
立
、
更
に
回
、
グ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
夕
、
へ
ゲ

セ
ン
諸
邦
と
共
に
ネ
ッ
カ
l
株
式
会
社

HonwoH
〉
D

に
参
加
し
、
日
出
p
l

U
F
O
H
百
円
mw己

ω
E
r
国
E
何
回

σ
E
m
同
に
一
一
万
V
高
配
線
を
施
設
、
南

部
は
兄
イ
ス
発
電
所
に
、
北
部
は
二
二
万
V
高
圧
線
で
ラ
イ
ン
U

ヴ
品
ス

、
、
、
、
、
、

ト
フ

7

1
レ
ン
電
気
会
社
と
接
続
し
て
い
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
邦
で

は
二
三
年
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
邦
営
情
気
会
社
宅
日
古
田
σα
四

5
2
2

タ
イ
ヒ

Fmwロ
ι
2
開

-
o
E口
N
H什

M
E
h
r口-
d

で〈

C
F
P
P
が
設
立
さ
れ
、
国
二
八
-

(
m
v
 

一
%
、
邦
二
七
五
%
そ
の
他
市
町
村
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

ラ
イ
匂
ヲ
ン
l
t

国
、
邦
有
発
電
所
は
ワ
イ
す

l
ル
期
に
顕
著
な
発
展
一
一
を
遂
げ
る
が
、
更
じ

d
y
マ
イ
リ
y

プ

市
町
村
所
帯
電
気
会
社
の
生
産
額
も
相
対
的
に
そ
の
比
荒
は
低
下
し
つ
つ

も
そ
の
絶
対
額
は
階
大
す
る
。
こ
こ
で
は
ワ
イ
マ
ル
期
最
大
の
市
営
電

気
会
社
、
ベ
ル
リ
ン
電
気
会
社
出
向
君
、
w
の
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。
一
九

一
主
年
A

・
E
-
G
は
電
気
供
給
業
の
相
対
的
利
潤
率
の
低
F
を
理
由
に

発
電
所
お
よ
び
送
配
電
網
を
ベ
ル
リ

y
市
へ
売
却
し
た
。
当
時
一
七
万
『
若

田
総
発
電
能
力
を
も
っ
た
ロ
何
唱
〉
D
は
ワ
イ
マ

l
ル
期
二
五
年
に
は
二

二
万

W
4
、
三
O
年
に
は
じ
六
万

}2
と
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
。
供
給

電
力
量
も
二
同
年
四
億
六
二

0
0万
戸
内
謡
、
時
、
二
八
年

J
O億
九
八

0
0

そ村ン万

よびその連合体(ハンザ都市を除<) 長室 EZ 
業収入 定量富空

引i2 
財州の!主
源、八 U

古市二二

J E E主雇

互仁王i_~己三.0 1 196 1互j;EZt 
1 4，叫 1 389 8.3 1 217 1 4.6 1二子宮4

28 J 5 ，158L~-1- 8.4寸示でEU1
却 I5却7T4601 8.5 円函ゴ円計書E
301--5，497 1 599 1 1可 375 1 6.8 1護家主壱
云 1-4五五「ゴゐ--1-1示寸出; 1 5.8 1宮E川

言そ E7 

「
ヮ
イ
マ
l
ル
共
和
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ
電
力
業
の
構
造

〔第5去〕

第
九
C
巻

凶

第
六
号

五
じ



「
リ
イ
マ
i

ル
共
和
制
」
末
刷
。
ド
イ
ツ
唱
力
業
心
構
造

一
九
三

O
年
一
般
歳
出
総
額
の
六
八
%
を
占
め
て
お
り
(
釣
b

九ゴ

国
有
電
力
業
と
は
若
斗
l

性
摘
を
異
に
し
て
レ
る
。

以
上
の
如
く
第
一
次
大
戦
中
肱
大
さ
れ
た
発
送
電
設
備
を
基
礎
と
し
、

ジ
ゾ
』
p

y
ロ
ヴ
イ
ム
メ
リ
r
d
7
2
f
ン
J

ア

「
産
業
合
理
化
」
期
の
電
力
需
要
増
大
に
応
じ
て
国
、
邦
、
州
市
町
村

所
有
電
力
業
は
著
る
し
い
発
展
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
公
有
屯
力
業
一
発

展
の
背
景
に
、
一
九
一
九
年
一
二
月
一
一
一
一
自
の
「
電
気
経
済
に
お
け
る
社

会
化
法
案
L

挫
折
に
代
る
ド
イ
ツ
社
会
民
王
党
S
P
D
の
「
円
治
体
所
有

化
」
同

c
E日
E
巴
量
耳
目
m
辿
勤
が
展
開
さ
れ
た
事
実
に
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
公
有
電
力
業
は
中
部
、
北
部
お
よ
び
東
北
部

ド
イ
ツ
を
中
心
に
発
展
し
、
西
部
、
南
部
お
よ
び
東
南
部
工
業
地
帯
の
発
・

送
・
配
電
は
私
的
電
力
独
占
体
が
依
然
そ
の
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
ワ
イ
マ
ル
加
に
お
け
る
全
国
的
規
模
で
の
公
有
発
送
電

網
の
拡
充
は
、
私
的
電
力
生
産
白
集
積
に
伴
う
負
荷
調
整
と
膨
大
な
固
定

資
本
設
備
支
出
の
公
共
団
体
へ
の
転
嫁
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
u

わ
れ
わ

れ
は
つ
ぎ
に
国
所
有
、
邦
所
有
お
よ
び
市
町
村
所
有
の
諸
階
層
を
な
し
て

い
る
ド
イ
ツ
公
有
屯
力
業
左
私
的
電
力
独
占
体
が
ど
の
上
う
に
結
合
し
て

い
る
か
を
「
公
私
混
合
」
企
業
形
態
を
中
心
に
考
娯
し
よ
う
。

ω
ω
5
3
0
5
-
。一

P
R
E
$
v
E
号
匂
同
5
2
2
M
N
q
s
m吉
田
弘

HHH-

]戸市街

ω、
ω
日山一円

川w
m
H
O
B
Oロ
グ
ロ

}mw
伊

O
』
国
乱
同
HH

回目

Hb∞
f
H
T

川w

同
H
Z
V
V。
問
、
回
一

S
N
N
2
S与
さ
き
Nh叫
ミ
富

5
N九
足
ヰ
sミザ出。。

rhob
札、柏、

Mm
晴、Q将司
eRW
司旬。、句史お句、旬、、
-N3YH
由
同
臼
凶

NH4

第
九
コ
巻

山

田

高
て
L
J

t
ノ

ir

7 

:LL 

/、

仲

間

ζ
忌
宮
町
、
出
ヨ

m
w
P
I
C
-
υ

ど

同

国
H
E
ボ
デ
ヨ
民
国
皇
室
内
乱
世
主
主
主
民
主
三
室
内
三
町
内
三
重

NM叉
Nミ
hN
晴、〕ア門
mwZ同。口
MHmrFUUF
日U
N一〕由

川W

5

2

5
。
戸
国
ヨ

P
O
D
-
山
同
叶

何

回

0
1ヨ
戸
一
但
位
。
∞

EENV
同
O
ロゲぬ]叶
5
F
同
』
同
町

同
S
2吋
芯
同
》
苅
ohm-で
耳
切
論
付
与
2
p
目。
H戸

】

F
呂田町
Y

的
同
日
間

川W
J
E
-
-
2
一
〉
一

b
芯
同
建
材
、
官
苦
言
。
-
『
E
ミ
R
M
S
H言
語

H
U足、
t

HU」
匂
刊
さ

b
N
G暗号吋偽札
E
丸
三
鴨
川

E
b
E
N
己雨。示。市
oza~ONhQN旬
、
目
。
吋

ロ
ロ
ヨ
呂
町
副
一
回
目

ω
c
t司、

3

t
田
町
出
雪
国
E
E
P
同
-
b
ζ

同ぬ

芯
官
、
宮
古

2
8
2
t
}
因
。

H
Z
F
H
U
ω
戸
、

ω国

H
ω
E

川
明
東
亜
経
済
調
査
局
『
独
逸
の
国
家
企
業
』
昭
和
八
年
、
一
二
、
二

二
、
六
二
六
人
、
一

orl
一
O
人
頁
。
出
合
回
目
戸

E
F
0

0

0
ヨ印印

E
I
N
寸
一
九
三

O
l一
二
一
年
目
合
同
工
業
株
式
会
社

の
監
督
役
に
は
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
ヒ
ル
ア
ア
デ
イ
ン
グ
巴
HHP

H
Q
E
F
同
お
よ
び
グ
イ
サ
セ
ル
〆
司
5
5戸
国
に
並
ん
で
ベ
ル
リ

ン
商
業
銀
行
お
よ
び
A

・
E

・
G
の
主
席
監
査
役
ア
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ

ル
タ
ヨ
Z
拝。ロ
σ
2
m
一
円
ダ
ナ

l
ト
銀
行
監
査
役
@
コ
ー
ル
ド
シ
ュ

ミ
ヅ
ト
口
O】

r
n
y
目
正
件
、
し
「
・
お
よ
び
ク
レ
ッ
ク
ナ

1

同
百
の
}
5
0
F

可
が
参
加
し
て
い
た
(
叩
O
Y
E
E
Y
昌
一
ロ
5

出
何
4
4
h
r
c
叶目、ロ

E
E
5ロ
E
H
T
F
2
5
ω
H
-
国
司
ロ
P
H
由
日
片
山
口
由
〉
。
ま
た
ワ

シ
イ
k

イ
マ

l

ル
期
の
国
歳
出
総
額
に
対

L
合
同
工
業
株
式
会
社
全
企
業
の

収
益
心
占
め
る
比
率
は
、
。
・

0
0
一
%
前
後
で
肘
収
入
上
の
意
義



は
ほ
と
ん
ど
払
っ
て
い
な
い
へ
京
市
経
済
調
有
川
刊
、
前
掲
刀
、

一
入

l
一一

-
0
1
1

同
判

Z
R
V
Z戸
回
、

υ
μ
D
~
山
由

gtHCω
叩

』

o
v
E岡
町

E
タ
戸

口
S
旬
、
若
宮
室
前

S
5句
同

2
与
E
p
b町、
NNHK22sa。も
o
p
s
s句、
~
z
s

吾
、
骨
量
包
宮

a
同

zbmSNWNaERミ
rn言
、
一
問
。
吉

}
5
8
本
日
益

一
沢
『
独
逸
屯
気
経
済
に
於
け
る
間
営
の
問
題
』
一
八
二
三
頁
。

ω
p
v
E己
グ
戸
p
p
C
}
5
m
l記

M

M

]

。v
E
dげ
mv
ロ
田
守
一
戸
別
。
一
邦
訳
六
三
頁
。

E

「
ワ
イ
マ

1
ル
共
和
制
」
末
期
の
「
公
私
混
合
」
電
力

業
の
発
展
と
「
地
方
自
治
体
」

わ
れ
わ
れ
は
ワ
イ
マ
ル
末
期
に
著
る
し
い
増
大
を
示
す
「
公
私
混
合
」

電
力
業
の
形
態
を
規
定
す
る
二
つ
の
側
面
、

A
私
的
電
力
独
占
体
に
よ
る

公
有
電
力
業
支
削
の
拡
大
、

R
ワ
イ
マ

l
ル
末
期
に
お
け
る
「
地
方
自
治

体
」
行
田
財
政
峨
惜
の
特
徴
、
を
考
祭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

〕人
ワ
イ
マ

l
ル
期
の
電
機
並
び
に
石
炭
U

鉄
鋼
独
占
体
の
発
展
と

「
公
私
混
合
」
電
力
業
。
産
業
合
理
化
」
則
公
有
電
力
業
主
中
核
k
す

る
定
力
生
産
の
飛
躍
的
発
展
は
、
電
電
機
生
産
技
術
の
発
展
と
布
場
の
拡

大
を
も
た
ら
し
た
。
ワ
イ
マ

l
ル
則
の
重
電
機
生
産
は
A
・
E
・G
披
び
に

s

-

5

・

W
凹

Z
E
E
ω
出

O
F
R『
1
当
日
H
E
D
一
大
電
機

独
占
体
に
集
中
し
、
若
干
の
部
分
を
ベ
ル
ク
マ
ン
電
機
工
業
会
社

F
品

目
富
岡

w
g
E円
E
Z
Z
4
2
f
〉
日
お
よ
び
プ
ラ
ウ
ン
ボ
ヴ
ア
リ
電
機
会

「
ヮ
イ
マ
l

ル
共
和
制
」
末
則
の
ド
イ
ツ
電
力
業
白
構
造

親全社および 100%参加会社の重，軽電機生産額推移

(単位， 1UO万1{M)

〔第 6表〕

第
九
O
巻

四

五

社

ロ

3
5
H
M
W
0
5
1】
白

h
n
o
n
-
。

〉
C

の
二
社
が
占
め
て
い
る
、
ー
共

J
U
1
4
p
y
ス

ル

和
制
」
期
意
電
機
生
産
は
S

&

・

ス
ケH

J
P
独
占
す
る
軽
電
繰
生
産
に
対
し

著
る

L
い
増
大
古
示
し
て
い
る
(
第

6
表
)

c

A

・
E
・
G
は
重
電
機
生

産
を
中
核
k
し
つ
つ
、
一
九
一
八
年

に
ド
イ
ツ
銅
工
業
間
口
1
2喝
。
再

口。
E
R
E
S仏
を
吸
収
、
一
一
一
一
一
年

に
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト

冒

PHEP-ι21
印
河
口

E
W丘

kro、

ラ
イ

y
製
鋼
回
目
H
O
E
-
E
H
に
参
加
、

更
に
工
業
用
磁
棒
、
タ
ー
ル
副
産
物

件
叶
産
部
門
を
吸
収
ま
た
は
設
立
し
、

原
材
料
部
門
に
進
出
す
る
と
同
時
に
、

ド
イ
ツ
造
船
ロ
E
Z
n
v
o
君
。
号

p
p、
採

炭

鉱

U
製
銑

1
製
鋼

l

機
械
製
造
部
門
を
有
す
る
り
ン
ケ
・

ホ
フ
マ
ン
ラ
ウ
フ
ハ
ム
マ

l

H
ド

ロ
宮
1

図
。
出
呂
田
E
F
E
E
F
F
P目
冒

2

〉
口
と
株
式
白
交
換
、
利
益
共
同
契

約
を
締
結
す
る
等
、
著
る
し
い
規
模

第
六
サ

五
ノL



「
ヮ
イ
マ
l

ル
共
和
制
」
末
期
目
ド
イ
ツ
抵
力
業
白
構
造

で
他
企
業
と
り
結
合
を
展
開
し
た
。
ま
た
一
一
一
年
ミ
マ
ク
ス
ゲ
ネ
ス
ト

呂
2
h
w
P
3
2昨
〉

m
を
吸
収
、
軽
電
部
門
に
進
出
し
た
。
他
方
ジ
メ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
も
S
・

s
wの
株
式
会
社
へ
の
改
組
を
機
に
重
電
部
門

を
強
化
し
た
。
ま
た
イ
ン
フ
レ
下
の
ジ
1
メ
ン
ス
ラ
イ
ン
・
且
ル
ベ
・
シ

斗

y
ケ
ル
b
ウ
一
一
オ
ン
出
呂
目
。
ロ
ω
同
庁
宮
口
何
]σo
目。『ロロ
roユ
ー
ロ
目
。
ロ

解
体
後
も

P
3明日
Z

5

5

参
加
の
合
同
製
鋼

3
2
5
t
o

F
R
V
Z
m
H
W
O
〉
町
と
重
役
を
全
換
し
、
更
に
黒
鉛
・
炭
素
生
産
会
社
を

設
立
、
原
材
料
部
門
主
確
保
す
る
と
同
時
に
、
a
ン
l
メ
ン
ス
・
ハ
ウ
ウ
ニ

オ

γ
ω
H
O語。
E
出
E
E
Zロ
P

E
『
出
を
通
じ
て
建
設
業
に
進
出

4

、

し
た
。
ワ
イ
マ

I
ル
期
河
電
機
独
占
体
の
生
産
の
拡
大
と
諸
生
産
部
門
へ

の
進
出
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
合
中
心
と
す
る
独
占
的
銀
行
資
本
と
の
癒

濡
む
下

r進
行
し
た
む

A
E
-
G
グ
ル
ー
プ
は
へ
ル
り

γ
商
業
銀
行

国
主
E
百
回
目
昔
日
ωmomEECFPP
之
緊
慌
に
結
合
し
(
同
E
岳
E

Z

デ
ィ
ス
コ
ン
ト
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
ロ
EnOHM件。ーの
2
0
E
R
}
E
Rヨ
ザ
ロ
モ

ン
・
オ

tへ
ン
ハ
イ
ム
印
巴

GH45ロ
HM22、
ダ
ナ
ト
銀
行

U
R目
Z

E
百
円
百
品
回
再
5
E
-
σ
E
W
等
総
計
十
三
行
が
参
与
し
て
お
り
、
ジ

メ
V

ス
グ
ル
プ
の
S

S

W

に
は
バ
イ
エ
ル
ン
合
同
銀
行
図
。
JEH

〈

2
2ロ
ω
U
E冊、

F
イ
ツ
銀
一
行
口
。
E
R
V⑦
出
ρ
ロ
防
お
よ
び
コ
メ
ル
ツ
銀

行

n
o
E
E
2
N
回
目
HWが
、
シ
L

y

ケ
ル

l
商
会

p
z
z
z
h
r
円
。
に

は
デ
d
q

ス
コ
ン
ト
グ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
お
よ
び
バ
イ
エ
ル

γ
合
同
銀
行
が
緊

密
に
癒
着
し
て
い
た
が
、
ワ
イ
マ

1
ル
湖
こ
れ
ら
独
占
的
銀
行
資
本
に
顕

著
に
み
ら
礼
る
支
応
網
の
拡
充
と
地
方
銀
行
の
合
併
し
E
E
Cヶ
E
Z
E

第
九
ひ
巷

四

/、

第
六
号

六

O

P
2
5
N
r
g
r
Eぺ
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
軍
軍
機
製
品
の
販

売
新
の
整
備
も
電
気
供
給
会
社
巴
再
E
N
E
Z
E
E耳
目
曹
の
zo--

E
乙
E
芦

何

F
の
電
気
企
業
銀
行
回
目
H
r
E
H
開

r
E口
NHC弘
ω
ロロ

t
E各
自
己
ロ
白
電
気
販
売
銀
行
回
目
]
江
耳
目
。
E
2
5
0
耳
2
Z
(以

上
A
-
E
・
G
グ
ル
ー
プ
)
お
よ
び
H

J

L

γ

ケ
ル
ト
商
会
、
屯
倍
以
・
電
力
設
備

会
社
何
回
島
E
N
H
Z
Z
ピの
Z

E
仏
同
日
斥

hrロ
官
官
ロ
(
以
上
l
ジ
メ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
〕
等
の
金
融
会
社
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
両
独
占
体
は
園
内
市

場
を
中
心
に
激
烈
な
競
争
心
包
展
開
し
た
。
周
知
の
如
く
発
電
・
送
配
電
設

備
の
建
設
拡
犬
に
は
膨
大
な
固
定
資
本
と
緩
慢
な
資
本
町
一
回
転
に
見
合
う

長
期
信
用
を
要
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
れ
ら
金
融
会
社
は
電
力
ム
涯
を
自
ら

経
営
す
る
と
同
時
に
、
既
設
企
業
へ
の
参
与
、
新
企
業
の
発
起
業
務
な
ど
を

行
な
っ
て
い
た
が
、
ワ
イ
マ

l
ル
期
大
銀
行
の
支
出
網
拡
充
と
地
方
銀
行

の
併
合
と
誠
行
L
て
金
融
会
社
白
各
地
域
へ
の
拡
大
は
急
速
に
進
展
す
る

と
同
時
に
そ
の
機
能
の
重
点
を
漸
次
参
与
国

E
E
Eロ
聞
に
移
行
す
る
。

ワ
イ
マ
ル
期
公
有
電
力
会
社
の
族
生
に
よ
り
一
一
同
私
的
独
占
的
給
電
価

格
の
維
持
は
凶
難
と
な
っ
た
が
、
他
面
「
安
価
な
公
信
用
」
に
よ
り
膨
大

な
閤
定
資
本
方
一
山
を
回
避
し
つ
つ
、
安
定
し
た
市
場
と
利
潤
確
保
を
意
図

し
、
両
独
占
体
は
こ
れ
ら
の

J

金
融
会
社
を
通
じ
て
公
有
電
力
会
社
へ
頁
極

(

ロ

)

的
に
参
与
し
た
。
第
7
表
は
一
九
三
一
二
年
現
在
の
主
要
「
公
私
混
合
電

力
会
社
。
株
式
所
有
比
率
を
一
市
す
す
が
、
「
公
私
混
合
」
電
力
会
社
の
ド

イ
ツ
全
古
流
供
給
額
に
よ
口
め
る
比
率
は
一
九
一
一
二
年
一
七
%
か
ら
三
三
年

三
七
一
一
%
と
著
る
し
い
増
大
を
示
し
て
い
る
(
第
4
表
参
照
)
。
以
下
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「
ヮ
イ
マ

l

ル
共
和
制
」
末
期
白
ド
イ
ツ
電
力
業
の
構
造

第
九
O
巻

四

七

ー」/、

第
六
号



「
ヮ
イ
マ
l

ル
共
和
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ
'
電
力
業
の
構
造

「
公
私
混
合
」
形
態
に
つ
い
て
ド
イ
げ
最
大
の
電
力
会
社
ラ
イ
ン
・
ウ
エ

ス
ト
プ
ァ

1
レ

ν
電
気
会
社
何
者
何
お
よ
び
第
二
位
の
ベ
ル
リ
ン
電
力

(

μ

)

 

電
田
町
会
社
団
。
ュ

5
日

開
E
R
l戸ロハ凶

F
E
E
〉
(
Y

国
間
下
の
二
会
社
を

中
心
に
土
石
干
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。

R
-
w
・
E
は
す
で
に
一
九
O
八
午
、
石
炭
リ
鉄
鋼
コ
ン
ツ
ム
ル

y
に

指
導
的
抄
討
を
は
た
し
て
い
た
ス
テ
ィ
ン
ネ
九
回
世
官

2
5
5
ω

お
よ

び
テ
ィ
ツ
セ
ン

h
r
z
官
拝
叶
ゲ
宮
古
ロ
主
導
の
下
、
エ
ッ
セ
ン
開
E
o
p

ミ
ュ

i
ル
ハ
イ
ム
一
三
日
Z
V
2
E
ゲ
ル
ゼ
ン
キ
ル
へ

γ
p
o
z
o己
ロ
円
。
宮
口

一
一
一
市
と
周
辺
の
十
一
都
二
町
参
加
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
ワ
イ
マ
!
ル
期

は
合
同
製
鋼
の
発
展
と
共
V
電
力
供
給
部
門
の
中
核
を
な
す
と
共
に
、
ラ

イ
ン
の
褐
炭
、
ゲ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
ν

ン
白
石
炭
発
電
と
南
部
ド
イ
ツ
、
オ

1
ス
ト
り
ア
、
ス
イ
月
の
水
力
発
宙
の
中
継
点
と
な
り
、
二
九
年
の
発
電

能
力
七
七
万
戸

2
、
給
電
盆
二
七
億
八
千
二
百
万
W
当
時
に
達
し
た
。
二

二
、
三
年
に
は
ラ

l
マ
イ
エ
ル
商
会

F
与
自

4
R
W
円
。
そ
の
他
〉
一
結

合
し
、
多
数
。
公
私
電
力
会
社
に
参
加
し
て
い
る
(
第
7
表
参
照
)
。
二

九
年
に
は
総
資
本
金
二
億
四
千
三
由
万
M
の
う
ち
「
地
方
自
治
体
」
は
約

四
O
%
参
加
、
議
決
権
の
六
二
一
%
を
占
め
て
い
た
が
、
三
O
年
の
駅
北
虻
役

総
数
は
一
O
九
名
に
達
し
、
中
小
「
自
治
体
」
の
利
害
は
反
映
さ
れ
ず
、

実
質
的
支
配
権
は
合
同
製
鋼
社
長
フ
ェ

1
ク
ラ
!
〉
百
日
付
〈
c
m
r
H
に

。
ぬ
)

よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
B
K
1
は
一
九
一
二
一
年
目
前
大
D
市
常
電
力

会
社
、
ベ
ル
リ
ン
電
気
会
社
B
E
W
A
G
の
「
公
私
出
合
経
営
化
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
。
「
大
恐
慌
」
下
二
九
年
か
ら
一
一
一
一
年
に
至
る
聞
の

B

E

第
九

O
巻

四

ノX

第
六
号

W
A
G
の
給
屯
哨
減
率

は
機
械
、
電
機
工
業
へ

の
高
汗
電
流
の
顕
著
な

減
少
に
対
L
.
低
電
圧

電
流
、
特
に
契
約
電
流

の
供
給
は
僅
か
な
減
少

に
止
る
か
、
ま
た
は
若

干
の
増
大
を
示
し
た

(第
8
表
)
。
そ
れ
故
N
D

E
W
A
G
D
純
利
益
も

二
九
年
一
億
四
千
四
百

万
M
J
二
O
年
一
億
五
千
六
百
万
M
、
一
-
二
年
一
位
凶
千
八
百
万
M
ζ
ほ
と

ん
ど
変
化
せ
ず
、
工
業
地
貯
中
心
の
私
有
電
力
業
の
著
る
し
い
利
益
減
少

と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
時
則
政
窮
乏
の
た
め
ベ
ル
リ
ン
而
は
三

一
年
五
月
八
日
、
一
旧
事
事
会
の
提
案
に
よ
り
B
E
W
A
G
を
五
億
六
千
万

M
で
売
却
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
市
は
こ
の
結
果
B
E
W
A
G
に
代
る
「
公
私

〈

ηυ

混
合
」
企
業
B
K
L
に
参
加
し
た
。

B
K
L
の
持
株
比
率
は
第
9
士
去
に
示

し
た
が
、
フ
ロ
イ
セ
ン
邦
銀
行
司
H
2
b
o
ロ

m
E
Eき
P
ロ
F
お
よ
び
一
フ
イ

ヒ
信
用
会
社
同
E
n
E
問
耳
《
庄
の
自
己
]
m
n
r
p
k戸
町
下
の
ド
イ
ツ
グ
ル

ー
プ
に
は
ダ
ナ
ト
銀
行
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
商
業
銀
行
が
主
力
を
な
し
、

J

J

Z

ネ
ヲ
ル
ー

ν
タ
ト
り
山
y
p

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
U
J

ス
グ
ル
ー
プ
に
は
G

E

R

・
商
会
が
緊
山
町
に
結

ラ
イ
ヒ

合
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
ベ
ル
リ
ン
市
、
園
、
プ
ロ
イ
セ
ン
邦
の
公
共

〔第 8表11929-31年 BEWAG
給程内容の推移

10 'i[ f] ¥1 I Jll竺Z
J 給旦-7，7 

低電圧電流 - 7，3 

契約百流 +1，9 

1日圧 1-"1.流| ー16，0

1機械工業 1 -444 
電機工業 -25，0 

金属工業 -15，9 
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「
ヮ
イ
マ
l

ル
共
和
制
」
末
瑚
の
ド
イ
ソ
電
力
業
の
榊
造

団
体
が
合
計
八
億
M
(巧
)
を
所
有
す
る
に
止
っ
た
。
更
に
B
K
L
と
ベ

ル
リ
ン
市
の
聞
の
売
却
契
約
に
は
、
市
独
自
の
発
足
電
設
備
の
新
設
並
び

に
他
の
電
力
会
社
へ
の
参
与
の
禁
止
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
全
電
流
需
要
を
E

K
L
か
ら
購
入
す
る
義
務
、
市
財
政
窮
之
の
た
め
三

O
年
一
月
低
電
圧
質

流
料
金
主
一

Z
時
四
町
ド
ら
一
の
円
に
値
上
し
た
が
、
こ
の
料
金
を

据
置
く
事
、
等
の
諸
項
目
が
み
ら
れ
私
的
参
加
資
本
の
要
求
が
全
商
的
に

貫
徹
し
て
い
る
。

以
上
の
如
く
、
「
ワ
イ
マ
l
ル
共
和
制
」
末
期
に
は
A

-

E

G
、

s

s
・
W
お
よ
び
合
同
製
鋼
の
三
大
私
的
電
力
会
社
が
金
融
会
社
、
持
株
会

羽
、
大
銀
行
お
よ
び
外
国
資
本
を
媒
介
と
し
て
公
布
電
力
業
主
結
合
し
、

「
公
私
混
合
」
経
営
と
し
亡
実
質
的
に
そ
の
安
定
し
た
市
場
、
と
利
潤
を
確

保
し
て
い
っ
た
。
零
細
な
「
自
治
体
」
は
も
と
よ
り
ベ
ル
リ
シ
の
如
き
大

都
市
に
お
い
て
も
脆
弱
な
自
治
体
機
構
の
下
で
は
私
的
独
占
体
の
部
分
的

参
与
は
全
面
的
主
配
に
通
じ
た
。
純
私
企
業
生
産
の
電
流
供
給
量
は
一
九

一
三
年
四
二
・
九
%
か
ら
こ
三
年
一

0
・
六
%
と
激
減
す
る
が
、
こ
れ
は

逆
に
、
私
的
電
力
独
占
体
と
「
地
方
自
治
体
」
の
緊
街
な
結
合
、
云
い
か

え
れ
ば
電
機
、
石
炭
U

鉄
鋼
独
占
を
基
礎
と
す
る
ド
イ
ツ
金
融
寡
頭
白
地

方
支
配
の
貫
徹
の
第
一
の
側
面
を
物
語
る
も
O
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
よ
う
な
「
ワ
イ
マ

l
ル
共
和
制
」
末
期
の
「
公
私
混
合
」
電
力
業
主
中

核
と
す
る
電
力
再
編
成
過
程
を
推
進
し
た
他
の
側
商
、
「
共
和
制
」
末
期

に
担
け
る
「
地
方
自
治
体
」
の
行
財
政
機
惜
の
特
徴
を
一
一
、
=
一
指
摘
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
O
巻

四

九

ヤ叩
d

-
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佐
川
河
」
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体
り
加
入
に
よ
り
資
本
調
迷
が
容
易
と
な
る
利
読
を
挙
げ
「
加
入
せ

る
公
共
同
体
は
公
私
共
同
経
営
む
為
的
に
募
集
す
べ
き
公
債
に
対
し

保
証
の
去
に
任
ず
る
の
で
そ
の
先
行
が
比
較
的
容
易
な
る
の
み
な
ら

ず
刺
半
が
低
席
予
あ
る
」
点
を
指
摘
す
る
と
共
に

ω「
公
共
団
体
の

加
入
は
道
川
町
〔
そ
の
他
の
公
共
施
設
〕
使
用
の
許
可
を
得
る
時
、
事

業
関
係
の
去
共
団
体
(
市
町
村
)
の
内
部
は
均
前
、
殊
に
上
級
の
共

公
団
体
に
対
す
る
場
合
も
諸
種
。
使
宜
を
得
る
こ
L
ζ

が
で
き
る
。
官

庁
と
り
折
衝
を
製
す
る
場
合
に
公
法
人
が
関
係
し
て
い
る
事
は
非
常

に
有
利
で
あ
り
、
も
し
「
公
共
利
害
の
代
表
者
」
が
監
査
役
の
地
位

に
立
ち
又
企
業
の
収
疏
の
大
部
分
が
公
共
団
体
の
経
済
に
編
入
さ
れ

る
こ
と
を
主
張
す
る
と
き
は
官
庁
で
も
そ
の
折
酎
白
場
合
を
計
る
の

は
当
然
で
あ
り
、
更
に
公
共
団
体
の
加
入
せ
る
企
業
の
特
典
は
い
く

つ
か
の
点
で
法
樟
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
」
古
川
を
指
摘
L
て
い
る

(
P
2
0
戸
河
、
b
t
h
G塁
E
Z
G
H
V
3
2芯
S
S
H
R
N
q『
E

科
目

Nm
言
言

門宮町民、
g
q
p
遺
言
"hqS
号
式
弘
、
三
町
与
は
NGRH
ミ
同
自
民
主
3
h
a
a
E
S
S礼

c
h
a
e
2
4
C
崎、h£
s
h
§
S礼
礼

m忠
則
的
同
淀
川
首
雪
組
守
S
F事
8
2
2
aヨ
】

0ロ
m
y
H
U
N戸

印

印

い

恥

D
l
E
N
宮
家
寿
男
訳
「
電
気
事
業
公
私
共
同
経
営
諭
」
一

七
一
八
頁
)
。

出
C
U
可
タ
回
一
回
目
。

c-
町
広
包
括
弧
内
は
親
会
社
を
一
日
す
。

勺

E

S
君
、
回
二
w
p
o
-
m
m山
町
j
ピ
ハ
宵
家
訳
一

O

六
七

頁
)
。
岡
口
め
げ
HHO同
』
国
一
戸
戸

C
}
印
凹

H
N
M
J
H
U叶

MM  (14) 

p
v自
己
門
』
冨

-hw
戸
。
一
著
者
は
本
書
で
ド
イ
ツ
金
融
資
本
と

「
ワ
イ
マ
l
ル
共
和
制
」
末
湖
の
ド
イ
ツ
電
力
業
白
構
造

政
治
機
僻
の
具
体
的
な
結
令
形
態
を
ベ
ル
リ
ン
電
気
会
社
の
冗
却
過

将

(
U
E
国
間

a
F
4
P
0
4
H
E
E
m
w
W
2
0口
『
阿
国
一
「
ロ
U
Z
H由
UH
〕
の
市
ー

に
同
見
山
し
て
い
る

G

伺
間
同
刊
の

Z
F
国
司
到
。

c-
日

ド

回

目

倒
的
。
}
戸
目
M
Q
F
日

}
m
w
p
。

m

H明

ω
F
V
E
E
F

宮
古
川
戸
P
I
C
ヨ
印

H
M
N

M
w
p
y言』品
F
E
-
p
p
o
v
m
m
H
M
ω
l
H
ω
∞

E

「
共
和
制
」
末
期
の
「
地
方
自
治
体
」
と
ド
イ
ツ
電
力
業
の
構
造
。

〔
ワ
イ
マ

l
ル
期
公
有
電
力
業
は
著
る
し
い
発
展
を
遂
げ
る
が
、
そ
の
資

金
調
達
は

ω巨
額
に
詮
す
る
外
資
導
入
(
第
日
、
口
表
)
、

ω特
別
会
計

か
ら
の
財
政
資
金
に
よ
る
。
借
入
金
の
剖

u
f負
担
は
著
る
し
く
増
大
す
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
「
共
和
制
」
末
期
の
私
的
電
力
資
本
と
地
方
自
治
体
L

の
結
合
す
な
わ
ち
「
公
私
混
合
」
電
力
業
増
大
の
「
白
治
体
」
側
の
要
因
と
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
、
第
一
に
、
一
般
会
計
の
著
る
し
い
悪
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
二

O
年
ユ
ル
ジ
ベ
ル
ガ

1

開口
σ日
君
子
出
の
財
政
改
革
に
よ

り
、
従
来
の
「
地
方
自
治
体
」
の
収
入
源
で
あ
っ
台
所
得
税
、
法
人
税
等

ヲ

イ

ヒ

の
直
接
税
は
国
税
と
し
て
中
央
に
集
中
さ
れ
、
二
三
年
六
月
一
一
一
二
日
布
告

。
「
財
政
調
整
法
」

P
目

t
z
Z円
骨
ロ
出
E

E

E
晶

Eの
V
N省
広
島
自

国
百
円
宮
古
門
戸
ロ
【
同
日
ロ
ロ
ロ
己

P
E
2
E
H
E
に
よ
っ
て
こ
れ
を
各
「
地
方
自

治
体
」
に
「
分
与
」
す
る
中
央
集
権
的
財
政
機
構
の
確
立
を
み
た
。
し
か

し
周
知
の
如
く
、
一
九
三

O
年
二
一
月
「
大
恐
慌
」
の
傑
刻
化
と
共
に

「
財
政
経
済
安
定
の
為
の
第
一
次
大
統
領
令
」
に
よ
る
増
税
、
一
二
一
年
六

第
九

O
巻

回
目

第
六
号

ノ、
五



「
ワ
イ
マ

l

ル
共
和
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ
電
力
業
凸
構
造

10日万M

私企業

80.1 

144.0 

8.0 

63.0 

アメリヵ資本導入額

国営企業

94.9 

78.6 

72.5 

(第10表〕

106.1 

[11表] 都市自治体電力経岱資金調達源 100万M
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46.0 

146.4 

" 第 4" 

第
九

O
巻

四
回

第
六
号

六
十
八

月
二
日
の
「
第
二
次
大
統
領
令
」
お
よ
び
同
年
一
一
一
月
八
日
の
「
財
政

経
済
の
安
定
並
び
に
園
内
平
和
擁
護
の
為
の
第
四
次
大
統
領
令
」
に
よ
る

増
税
に
よ
り
、
「
地
方
自
治
体
」
か
ら
資
金
を
股
上
げ
る
と
同
時
に
、

「
財
政
調
整
」
額
は
著
る
し
く
削
減
さ
れ
、
「
地
方
自
治
体
」
財
政
は
極

度
に
窮
乏
化
L
b
。
ベ
ル
リ
γ
士
山
で
は
固
か
ら
で
ル
リ
ン
市
ヘ
白
「
財

政
調
整
」
額
は
一
九
二
八
年
一
億
三
千
万
M
で
あ
っ
た
が
三
一
年
に
は

七
干
万
M
に
削
減
さ
れ
、
一
一
一
一
年
の
一
般
会
計
で
は
累
計
一
億
百
六
十

万
M
、
三

O
年
目
特
別
会
計
で
は
累
計
二
信
じ
千
百
十
万
M
D
赤
浮
ノ
か
生

じ
た
。

(
B
E
W
A
G
は
ど
の
「
赤
字
補
惜
恨
の
為
に
」
売
却
さ
れ
た
)
。

わ
れ
わ
れ
は
更
に
こ
の
よ
う
な
中
骨
集
権
的
収
朴
機
構
は
「
第
三
十
制
」

蜘
ル
わ
か
「
骨
ル
ト
治
炉
」
か
酌
除
構
か
v
F
V
W
成
か

b
b築
か
れ
ι
い
い
か

点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
二
四
年
二
月
一
一
一
日
の
「
市
町

村
遼
挙
法
」
白
内
自
由
口
。
2
母
宅
巴
百
ロ
官
官
ω耳
N

に
よ
り
従
来
の
三
級
選

挙
法
は
政
正
さ
れ
、
普
通
選
挙
法
に
よ
る
市
会

P
Eォ
2
0
H
昔

E
Eぐ

2
2目
自
E
品
が
構
応
さ
れ
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
S
P
D
議
品
と
並
ん

で
ド
イ
ツ
共
産
党
K
P
D
議
員
、
も
著
る
し
く
進
出
し
た
(
第
ロ
表
)
。
し

か
し
旧
来
の
「
間
接
的
国
家
官
吏
」
た
る
市
参
事
会
出
品

z
t
E
制
度

は
存
続
L
、
法
律
、
命
令
、
上
級
国
家
機
関
の
処
分
執
行
、
市
会
の
議
決

に
対
す
る
監
督
権
の
保
持
、
市
の
財
産
、
営
造
物
の
管
理
、
市
史
員
の
任

免
監
督
署
広
汎
な
特
権
を
有
し
、
議
決
機
関
U
市
会
と
執
行
機
闘

1
参
事

会
の
二
つ
の
相
反
す
る
行
政
機
構
を
内
包
し
て
い
灼
。
ま
た
「
反
抗
す
る

市
町
村
に
対
し
て
政
府
は
一
レ
】
九
四
年
/
の
一
般
州
法
〉
己
宮

E
2
5

1929年第 1四半却l
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「
ヮ
イ
マ

l

ル
共
利
制
」
末
期
の
ド
イ
ツ
電
力
業
の
構
造

イ
ツ
金
融
寡
頭
)
の
地
方
(
特
に
中
、
東
、
北
部
)
支
配
体
制
確
立
の
第

二
の
側
面
を
一
出
す
も
の
に
外
な
ら
な
レ
。

ω

問
。
。
げ
己
l叶
E
F
国
司
。
"
。
、
印
ω
H
S
H
O
P
ま
た
い
「

2
2
1

円
}
戸
↑
同
は
一
九
二
八
年
二
万
五
千
人
以
上
の
人

u
を
有
す
る
一
九

七
都
市
で
は
電
気
事
業
を
中
心
と
す
る
公
営
事
業
に
外
資
自
九
三
・

七
%
が
投
入
さ
れ
た
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

G
2
2
E
Y
岡
ヨ

同
O
B
E
Eロ
巳
P
ロ
EMN己
。
付
出
ロ
民
同
o目
白
戸
口
己
ポ
寸
ロ
古
己
E
P
町内

Rl

r
z
zト
一
ミ
号
室
町
立

z
s
m
m
S畏
州
、
若
£
』

a丘
町
内
旬
寸
2
tお
NNSS市川
切

VNRNF

出
品
目
同
国
同

NU
印

U
2
)
こ
の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
を
媒
介

主
す
る
膨
大
な
外
資
の
導
入
は
終
局
的
に
は
「
公
私
混
合
」
企
業
形

態
を
通
じ
て
意
的
電
力
独
占
体
。
賢
木
苔
積
に
貢
献
し
た
。

ω
一
九
一
一
五
年
一
一
一

O
年
目
問
。
ベ
ル
リ
ン
電
気
会
社
白
圏
内
・
国

外
か
ら
む
借
入
金
は
二
億
三
千
四
百
三
十
万

M
に
及
び
支
払
刺
子
は

総
額
五
千
四
百
人
十
万

M
に
達
し
た

(ω
わ

Y
E
E
Y
H
r同司

p
p
c
-

ω
寸
∞
)
。

ゆ
野
津
商
次
郎
「
独
逸
税
制
発
達
史
」
第
四
篇
、
第
四
、
五
牢
参
照
。

国
O
H
Eゎ
V
F
出

何

J
b
s
同
smENれ
b
N
a
s
h
B
2
3
8
Q
5
R
N曾品、
G
R
r

柏
町
諸
国

E
Z
h
b吉
岡
、
R
b
s
s
n
N
E
M
U君
"
も

E
S
S
E
E
E的

Hut-

同
MO--
呂
田
色
、
山
田
国
35
・、回目

ω
m
w
B
E
H
F
H
E
ヨ
日

P

0
・
四
回
一
白

l
H
E

同

W
F
Z母国

-
g
p
ぐ
-
回

E
M守
E
K
G
E
r
m偽
造
、
星
野
g
a
p
h
z
n
E

旬
、
芯
吾
、

MmQお
な
認
さ
さ

PNNHash-
出
百
戸

p
山

HU

第
九

O
巻

第
六
号

六
七

四
四



「
ヮ
イ
マ
1
ル
共
利
制
」
末
期
り
ト
イ
ッ
電
力
業
の
構
造

川
判
明
。
吉
田
同
丘
、
出
、

m
w
m
H
C
-
m
m
h
t
お

同

w
渡
辺
宗
太
郎
「
自
治
制
度
論
」
現
代
政
治
学
全
集
第
一
二
巻
昭
和

六
年
、
二
一
八
頁
。
印
品
目
E
Y
E
W
岱

mvo-
印
山
岳

l
色

な

お
渡
辺
氏
は
上
掲
古
に
お
い
て
「
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
け
る
ゲ
マ
イ
ン

デ
O
政
治
作
用
の
範
園
は
現
在
〔
一
九
三
一
年
〕
尚
大
体
に
於
い
て

一八

O
人
年
四
市
制
に
於
い
て
標
塑
と
な
っ
た
と
同
一
の
民
地
に
従

っ
て
限
界
せ
ら
れ

τ
い
る
」
点
を
指
摘
し
、
市
参
事
会
の
権
限
に
つ

い
て
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。
「
市
参
事
去
は
国
家
の
名
に
於
い

て
行
為
す
る
と
こ
ろ
の
地
方
国
家
機
関
で
あ
り
同
時
に
自
治
体
た
る

マ一〆スト一
y

f

l

，

市
の
行
政
庁
で
あ
る
」
ロ
「
市
参
事
告
は
議
決
事
項
を
準
備
し
而
し
て

議
決
後
之
を
執
行
す
る
作
用
を
判
ち
、
市
会
U
J
L
を
議
決
し
而
し
て

後
モ
の
執
行
を
監
督
す
る
作
用
合
一
行
ふ
の
で
あ
る
。
若
し
も
市
会
心

マジートヲ
l
i
t
f

議
決
が
越
権
ま
た
は
違
法
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
市
参
事
会
は

か
か
る
議
訣
に
同
意
し
J

官
制
す
お
こ
と
な
く
、
之
に
抗
議
出

E
ロ

丘

E乱

EH慣
を
叩
ふ
ゐ
議
務
が
怠
る
。
抗
議
の
提
唱
は
市
会
議
決
の

マジスト一
y
l
i
p

執
行
を
延
川
刑
す
る
効
果
を
什
つ
。
即
ち
市
会
が
市
参
事
会
の
抗
議
を

認
め
る
場
合
に
は
当
該
議
決
は
結
局
存
在
せ
ざ
り
L
之
同
一
の
鈷
果

ザ
ヅ
F
ト

を
生
ず
る
。
」
「
か
く
の
如
く
市
意
士
山
の
決
定
に
関
し
て
市
去
が
市
参

ヲt
ド

、

、

、

、

、

、

、

‘

、

、

事
去
の
意
見
に
約
束
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
市
白
治
杭
の
不
完
全
さ
を

一
市
す
も
の
で
あ
っ
て
、
官
僚
的
同
治
と
い
わ
札
る
プ
ロ
イ
セ
ン
自
治

制
官
の
一
標
織
で
あ
る
」
(
波
山
上
持
苦
一
む
八

l
二
回
心
瓦
参
照

傍
点
引
制
者
)
。
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目
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守
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主
主
主
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、
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2句
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Yn芦
田

2
E
P
呂
町
ブ

ω
旧
日
伝
お
著
者
は
「
J

イ
マ
1
ル
体
制
の
民
主
的
自
治
組
織
を
完
全
に
破
壊
す
る
た
め
の
一

九
三
五
年
一
月
三

O
日
の
ナ
チ
ス
間
柄
体
条
令
(
ド
イ
ツ
地
方
自
治

体
条
令
〕
は
正
に
こ
の
よ
う
な
機
構
か
利
用
し
て
布
告
さ
れ
た
」
ト
駄

を
指
摘
し
て
い
る

(
E
E
F
E沼
田
一
泊
仰
心
ヨ

ω叩
弓
1
2
)ロ

川

w
r
F
E
E仲
属

、

作

山

口

、

ω
】
印
由

あ

ヵ;

さ

と

わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
考
察
で
、
「
+
般
的
危
機
」
下
の
ド
イ
ツ
電
力
資

本
の
支
配
的
形
態
で
あ
る
「
公
私
混
合
」
形
態
の
形
成
過
程
に
問
題
を
限

定
し
、
第
一
に
そ
の
前
提
と
し
工
、
ワ
イ
マ
l
ル
却
に
お
け
る
屯
力
生
産

の
集
拡
に
伴
っ
て
発
展
す
る
公
句
電
力
業
を
考
察
し
、
第
二
に
特
に
ワ
イ

マ
!
ル
末
期
に
「
公
私
混
合
」
形
態
が
支
配
的
に
な
る
過
程
町
一
一
側
面
を

考
察
し
た
白
す
な
わ
ち
一
方
の
主
要
な
側
面
と
し
て
、
世
界
市
場
で
覇
権

を
喪
失
L
、
更
に
国
内
の
電
力
生
産
・
市
場

(
H
H
重
電
機
工
業
の
市
場
)

白
独
占
的
支
配
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
膨
犬
な
同
定
資
本
の
必
要
に
せ
ま

ら
れ
た
私
的
電
機
l
電
力
独
占
体
が
、
こ
れ
ら
公
有
電
力
業
と
結
合
し
、

同
定
資
本
の
一
部
を
負
担
す
る
の
み
で
そ
の
支
配
権
を
貫
徹
さ
せ
た
点
を

指
摘
し
た
。
ま
た
他
方
。
側
面
と
し
て
、
ワ
イ
マ

l
L
F
馴
ド
イ
ク
地
方
自

治
体
の
脆
弱
性
色
、
特
に
「
共
和
制
」
崩
壊
過
程
に
伴
う
中
央
集
権
的
権

力
機
構
の
拡
充
、
す
な
わ
ち
ち
「
地
方
自
治
体
」
行
財
政
の
解
体
に
つ



い
て
二
、
三
考
察
を
加
え
、
私
的
電
力
独
占
体
と
「
地
方
自
治
体
」
鮎
合

の
政
治
的
前
提
を
指
摘
し
た
。

ド
イ
ツ
'
電
力
業
は
「
公
私
混
合
」
企
業
を
中
核
と
し
て
、
両
部
ド
イ
ツ

に
お
け
る

R
W
E
主
導
の
一
山
部
ド
イ
ジ
電
気
経
済
株
式
会
社
司
S
E
E
-

首
長
O
E
O
K
Z
E
2
2
H
H
Z
F
P
ロ
P
D
~
F
E
W
E
E
P
冨

之

中

東
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る

R
E
A
G
主
導
白
ド
イ
ツ
電
気
経
済
株
式
会
社

〉

口

町

骨

骨
u
t長
。
巴
o
w
E
N
H民
吉
当
日
g
n
r
t
F
回
日
巴
ロ
の
一
一
系

統
の
持
株
会
社
に
統
合
さ
れ
、
更
に
一
九
三
四
年
最
終
的
に
電
気
供
給
全

国
連
盟
国
2
ゎ

Z
Z
Hぴ
Pロ
仏
号
同
開

E
E口
N
H
E
Z
4
2百
円
宮
HMmp
同
開
〈

に
統
一
さ
れ
た
。
と
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
電
力
資
本
の
集
中
過
程
は
ナ
チ
ス

独
裁
制
の
成
立
と
強
行
し
て
進
行
す
る
が
、
-
九
三
五
年
白
「
ド
イ
ツ
地

方
自
治
体
条
令
」
目
2
z
o
v
o
p
o目
2
E
0
4
2
0
E
E
U
F
臼

P
T
E
R

E
U
F
は
ナ
チ
ス
電
力
政
策
の
基
礎
を
確
立
す
る
上
に
大
き
な
役
割
を
果

L
た
と
考
え
ら
れ
h
。
な
お
こ
の
よ
う
な
過
程
を
と
っ
て
形
成
さ
れ
た
ド

イ
ソ
電
力
業
の
構
造
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
問
ド
イ
ツ
に
お
い
て
何
の
変

化
も
う
け
る
こ
と
な
く
存
続
し
、
「
公
私
混
合
」
形
態
の
比
重
は
更
に
両

4
 

主
っ
て
い
る
点
を
付
加
支
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川

W

図
。
ョ
-
兇
沼
山
伊

i
c
一
切
に
包

ω
同

H
Z
E
F
T
P
P
C
ふ
巴

ゆ
口
問
官
、
何
ロ
己
四
百
当
ロ
z
n
F
E件
当
巳
何
ロ
日
間
目
当
HHEOUえ
寸

四
2
2
N
-
E
同

H
E
C
H
E
V
〉
-
m
w
p

号
、
却
に
寸
こ
こ
に
は
地
方

自
治
体
り
経
済
活
動
古
制
限
す
る
条
項
が
み
ら
れ
る
。

「
ν
イ
マ

I
ル
共
利
制
」
末
期
白
ド
イ
ツ
屯
』
業
。
構
造

助
一
九
五
六
年
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
曜
力
業
の
企
業
形
態
は
公
営
四

一
%
、
私
営
四
%
に
対
し
、
「
公
私
出
合
」
形
態
叫
五
五
%
を
占
め

て
い
る
。
な
お
「
こ
の
一
九
三
五
年
の
ナ
チ
ス
時
代
に
制
定
さ
れ
た

E
W
G
(
C
S
E
N
N
E川
町

GMG司
ロ
国
間
色
合
同
何
回
。
品
目
当
戸
耳
切
己
E
P

H
ド
ロ
日
呂
田
)
が
敗
戦
後
の
今
日
間
ド
イ
ツ
に
お
い
て
な
お
依
然

と
し
て
効
力
を
有
L
、
細
部
的
な
修
正
司
要
を
説
く
戸
は
な
い
で
も

な
い
が
、
根
本
的
に
は
そ
り
精
神
に
お
い
て
何
ら
変
更
の
要
な
し
と

し
て
一
般
に
電
気
事
業
者
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
」
(
芝
川
康
夫
「
最

近
の
西
独
電
気
事
業
に
お
け
る
一
一
、
三
の
問
題
」
電
力
経
済
研
究
所
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